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航空機騒音に関して，離陸時の主要な音源であるジェット騒音は研究トピックの 1つとなっている．ジェット騒
音は複雑な乱流現象に起因しており，詳細な現象は未解明な部分が多い．ジェット騒音現象はジェットの温度に依

存することが知られており，民間旅客機を想定した場合，高亜音速高温ジェット騒音に関する議論が重要である．

しかし高温ジェットを生成できる装置が限られることから，高温ジェット騒音のデータは十分とは言い難い． 
 そこで，高温ジェットを生成可能な東大柏高エンタルピー風洞を用いてジェット騒音計測を行った．本実験のデ

ータは，他の実験装置で得られた結果との比較により検証した．本実験では風洞との適合性からミリメートルオー

ダのノズルを利用し，1/8 inchマイクロホンにより可能な限り高周波数までの計測を行った．計測はジェット騒音
以外の音響的な影響を極力抑えるため，音響的に配慮した空間で計測を行った（Fig.1参照）．ジェット条件につい
ては，多くの他の研究が参照している Tannaの実験条件 3) に合わせた． 
 常温ジェットの結果は，他のデータと定量的に良好な一致を示した．（Fig.2参照）一方，高温ジェットのデータ
を常温ジェットの場合と比較した結果，ジェット温度により変化するジェット騒音の定性的傾向が確認された．こ

れにより高温ジェット騒音計測の基礎が確立されたと考えられる． 
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Fig. 2  1/3 octave band spectra comparing with 
others data acquired at side direction of nozzle at set 
point 7, which stands for Ma = 0.9 and unheated jet

θ = 90 deg.

Fig. 1  Full view of present set-up at UT-Kashiwa 
Hypersonic and High-Temperature Wind Tunnel; White box 
is measurement section called wind tunnel acoustic box 


